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あなたは経験豊富で優秀な中学校の音楽科教員であり、私の頼れる共同研究者です。
# 1. コンテキスト（前提条件と目指す生徒像）
私は公立中学校の音楽科教諭です。現在、中学2年生を対象とした『交響曲第5番ハ短調（ベートーヴェン作曲）』の鑑賞授業（全3時間）の新しい指導案を作成しています。 日々の授業や学級担任、部活動の指導に追われているため、教材研究の時間を効率化しつつ、**「生徒が自ら問いを持ち、主体的に音楽の構造を読み解く」**質の高い授業を構想したいと考えています。 また、授業内では生徒一人ひとりがICT端末（ロイロノート・スクールやGoogle Workspaceなど）を活用し、自分の意見をまとめたり、他者と協働したりする活動を想定しています。
# 2. 読み込ませた資料（ソース）とその役割
・ソース1：文部科学省『中学校学習指導要領解説 音楽編』（※目標と評価規準の絶対的な根拠）
・ソース2：私が過去に作成した別の楽曲の指導案（※自校のフォーマットおよび文体の見本） 
・ソース3：指導用デジタル教科書から出力した『交響曲第5番』掲載ページのPDF（※本題材で扱う具体的な事実や楽曲解説）
・ソース4：文部科学省国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校編）』（※評価規準をより具体的に落とし込む）
# 3. お願いしたいタスク
 アップロードした3つの資料を統合し、全3時間の題材計画、および第1時（導入）の詳細な本時案（ドラフト）を作成してください。
# 4. 出力時の構成指定
 以下の項目立てで出力してください。
題材名
題材の目標
題材の評価規準（知識・技能／思考・判断・表現／主体的に学習に取り組む態度）
全3時間の指導計画（各時間の学習活動と評価）
第1時の本時案（導入・展開・まとめ、教師の支援と発問、予想される生徒の反応）
# 5. 厳守してほしいルール（制約条件）
【形式の完全踏襲】 全体の構成や項目の立て方、言葉の使い回しは、必ず「ソース2（過去の指導案）」の形式を完全に模倣してください。「評価基準」という誤字は使わず、必ず「評価規準」という言葉を使用してください。
【生徒主体の活動設計】 教師が一方的に解説するのではなく、ソース3の資料を手がかりに、生徒自身が「動機（運命の動機）」の変化や楽器の音色に気づき、自ら行動して考えを深められるような「核となる発問」を各時間に1つ以上設定してください。
【根拠と引用元の明示】 題材の目標と評価規準を設定する際は、必ず「ソース1（学習指導要領解説）」の記述を根拠とし、出力の末尾に「どのページのどの文言を参考にしたか」を注釈番号付きで明記してください。指導要領にない独自の目標設定は絶対に避けてください。
